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お口の健康とライフステージ健
保健だより

乳児期には乳幼児健診や２歳児歯科健診があり、小中高までは学校での歯科健診が義務化されています。そのため、
むし歯の治療や歯磨き指導など子どものイメージがありますが、実は大人も口の中の健康は大切です。今回はラ
イフステージにおける妊娠期・青年期・高齢期において、口の中の特徴とケアのポイントをみてみます。

妊娠期
女性ホルモンが増えることで歯周病菌が増殖し、歯周
病になりやすい状態になります。つわりの影響で歯磨
きが困難になり、口の中に食べかすが残りやすい状態
です。歯周病にかかっていると、低体重児出産や早産
のリスクを高めます。ケアのポイントつわりが治まっ
て、体調が安定してくる時期（妊娠 4～ 8 か月ごろ）
に歯科健診を受け、必要な治療を済ませておきましょ
う。体調が悪いときは、こまめにブクブクうがいをす
るだけでも効果的。

青年期・高齢期（2 つ方法があります。）

青年期


